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　　　　　　　　中国語の破音の研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　　野　　美　　弥　　雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　提　　　　録
　本稿声音的次序是按照漢語排音方案・注音符号和威氏式（Wade‘s　System）耕音〔1勺法式。
　本字傍辺打個圏点的是表示第幾声的意思，（1）左辺下頭的是第一声，（2）左辺上頭的是第二声，
（3）右辺上頭麹是第三声．（4）右辺下頭的是第四声。
　甲．声的前変音，分為両個三声字的前変音，三個三声字的前変音，四個三声字的前変音和五個
三声字以上的前変音。
　A．両個三声字的前変音。凡是両個三声的字，或是詞，連読的時候，前一個三声字，応当改読
二声，例如「早起」的「早」宇，但是形容詞的「好好」之類，名詞的「姐姐」之類，那是帰在変
尾音之内的，都不在此例，這層必須要特別注意，不然是最容易発生疑惑和混乱。
　B．三個三声字的前変音。凡是三個三声宇連読的時候，若是頭～個字是単詞，後両個字複詞，
第二個三声字，要改念二声，例如「也可以」之「可」字，若是三個三声字都是単詞，也是第二個
三声字，要改念二声，例如「也復好」之「根」宇，若是前両個三声字是複詞，後一個三声宇是単
詞，前両個三声字，都要改念二声，例如「可以使」之「可以」両個字。
　C．四個三声字的前変音。凡是四個三声的字連読的時候，若是四個三声字都是単詞，例如「登
有此理」的「登」宇和「此」字都要改念二声。
　D。五個三声字以上的前変音。凡是五個三声宇以上的三声字，連読的時候都可以根拠A和B
的連読的方法，両個三声宇一段，或是三個三声字一段，分踊了連読，例如「侭数数也好」把前三
個字分為一段，後両個字分為一段，若是六個三声字連読的蒔候，例如「侭也可以数数」這是B的
ご段的方法，這不過是毎様児挙一両イ固例而己，其余的都可以以此類推了。
　乙、字的前変音，分為「一」字的前変音，「七」字「八」字的前変音和「不」宇的前変音。
　A．「一」字的前変音。「一」字語音，本来是一声，因為後一個字声音的縁故，不能不改読本音，
所以也帰在前変音之内，「一」字後辺的字，不論是一声・二声・三声，「一」字都要改念四声。若
是「一」字後辺字是四声，「一」字都要改念二声。
　B．「七」「八」字的前変音。「七」「八」両個字語音的本音，本来都是一声，若是後一個字是四
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声，「七」「八」両個字都要改念二声，例如「七個」F八個」的。若是後辺的字，不論一声・二声
・ 三声，「七」「八」両個字都不改変一声的語音。
　C．「不」字的前変音。「不」字的本音是四声，若是後一個字也是四声，「不」字必須改念二声，
例如「不是」「不大」之類。
　丙．破音。破音就是同字異義的意思。
　1．本稿対於一個字，不論有幾個声音，全都在本字音後辺互相標音。
　2．本稿対於一個字，不論有多少意義，掲力捜羅収羅，必一一的在後辺挙例。
　申国語の発音を正確に学ぶことは，大変困難なこととされている。それは，いかなる外国語で
もいえることであらうが，実際中国語の発音を正確にマスターしようと考えるならば，他の外国語
より困難といえ得るであらう。それは他の州詞語に見られない，種種の欠くべからざる大切な要
素を沢山含まれているからである。（1）中国語の漢字文字は他の外国語と異って綴音の文字でも
なく，音標文字でもないから，記音法の仲介を必要とする。（2）同音異字が多くて聞分けにくい
こと。（3）類似の発音が非常に多く，微細な点を識別しにくいこと。以上の困難は克服するとし
ても，それ以外に，なお声調（四声）というものを，欠くべからざる要素としている。これは他
の外国語には稀なるもので，中国語学習者にとっては特別の負担といわねばならない。
　この中国語の漢宇文字は，おのおの固有の声調～つは必ず具備しており，中には同一文字が，
数音・数声を持っているものもある。その固有の声調（鰹戸）が語調や意義の関係或は習償から
変声・変音する場合は相当に多いのである。もし声調を誤って発音したり，不正確に発音すれば，
相互の了解が不可能になる。その声調の変化する場合を大別すれば，
　　第1．語調の関係（前変音・変尾音）。
　　第2．同宇異義の場合（変声・変音）。
　以上の二つに分けられる。いまこの第一の場合の主要な変化を見てみよう。
　A．二っ3声の文字の重なる場合。
　二つの3声（上声）を連読する場合は前変音で前の3声（上声）を2声（下平）に発音する。
例．「根好」は「彼」を2声（下平）に，「洗瞼」は「洗」を2声（下平）に，「早起」は「早」を
2声（下平）に発音する。但しここで注意せねばならぬことは，名詞の「姐姐jの類は変尾音で
下字が軽念されて1声（上平）のような弱い声に発音される。
　B．三つ3声の文字の重なる場合。
　三つの3声（上声）を連読する場合は，もし第一字が斑詞で，後の二つの字が複詞であれば，
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第二字（複詞の上字）を2声（下平）に発音する。例．「也可以」は「可」を2声（下平）に発音
する。もし三つとも単詞のときは，同様第二字を2声（下平）に発音する。例．「也彼好」はK彼」
を2声（下平）に発音する。また前の二字が複詞で後の一字が単詞のとき，前の二字とも2声（下
平）に発音する。例．「可以使」は「可以」の二字を2声（下平）に発音する。
　C．四つの3声の文字が重なる場合。
　四つの3声（上声）が連読される場合，もし四つとも単詞のとき，例．「貴有此理」は第一字
と第三字を2声（下平）に発音する。もし前二字がともに単詞で，後の二宇が複詞の場合。例．
「侭也数数」（数は動詞語）は第一字の「侭」と第三字の「数」を2声（下平）に発音する。も
しまた，前の二宇が複詞で後の二字が単詞の場合。例．「数数也好」は第一字の「数」と第三字
の「也」を2声（下平）に発音すればよい。但しここで注意すべきことは，第一字と第四字が単
詞で第二宇と第三字が複詞の場合。例．「侭数数好」は「数数」の二字とも2声（下平）に発音
する。「也可以使」は「可以」の二字とも2声（下平）に発音する。　　　　　　s
　D．五つ以上3声の重なる場合。
　3声（上声）の字が五つ以上重なった場合はA・Bの変化に準じて，二字或は三字を一段に分
割して連読すればよい。例．「郁数数，也好」は前の三字を一段にして，後の二字を一段として
もよい。また次の例。「侭給我，打洗瞼水来」の場合は最後の「来」は2声（下平）であるから，
これには関係なく，七つの字の3声（上声）を連読することになるが，この場合は前の三字を一
段として（B．の二項の単詞三字の場合に準じ）第二字を2声（下平）に変化し，後の四字を一段
として考えて，「打」を3声（上声）そのままとして，「洗瞼」二字の複詞を共に2声（下平）と
して「水」を3声に発音してもよいし，また七字を一組に考えて第～字を2声（下平）に変えて
以下六字を交互に2声・3声と変化させて発音してもよい。
　次に前項の変化と性質を異にするもので，～文字が声調の変化（前変音）する場合。これは後
につづく文字の声調の関係で，前の宇が改読されなければならない場合。
　A．一．の字が前変音となる場合。
　一．の宇は元来1声（上平）であるが，後につづく文字がヱ声・2声・3声の場合は一．の字は
みな4声（去声）に改読されるのである。例．「一張」・「一条」・「一眼」の一は4声（去声）
に発せられるが，もし一の字の後に4声（去声）がつづけば，2声（下平）に改読される。例．
「一部」・「一道」・「一塊」・「一意」・「一個」の一はみな，2声（下平）に変化する。但し～より十
まで一，二，三と連読する場合は固有の1声（上平）である。またもし特に一の数宇に重きをお
く場合には，狙芸（上平）のまま発する。例、「一一尽知」・「略知一一一二」のような場合。
　B．七・八の字の前変音の場合。
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　七・八の二字は本来1声（上平）に発するが，後につづく文宇が4声（去声）ならば，2声（下
平）に改読される。例．「七個」・「八個」「七万」・「八万」の場合。もし後につづく文字が
1声・2声・3声なれば，七・八は本来の1声（上平）であって，決してかわらない。例．「七
千」・「八千」・「七百」・「八百」・「一ヒ十」・「八十」の場合。
　C．多の字の前変音の場合。
　多の字は後に4声（去声）の文字がつづくときは2声（下平）に改読される。例．「多大」・
「多作」・「多重」・「多謝」・「多半」・「多事」・「多寿」の「多」の類である。
　　　第二　同字異義の場合。
　ra　一一文字で複数の声調（四声〉をもつものがあり，また同一文字で発音を異にする場合がある。
これは第1の場合の語調を滑かにするための改読とちがって，同一文宇で異った意味を表わすた
めの変化であるから，決してゆるかせにできないのである。これが所謂申国語の破音であり，こ
の研究首題の主限である。例．「好」（「IA）を3声（上声）に発音すれば「よい」という形容詞
であるし，これを4声（去声）に発音すれぱ「好む」という動詞になる。また「種」（虫〉（乙）
を3声（上声）に発音すれば，「種子」（たね）という名詞であるし，これを4声（去ヌ苛）に発音
すれぼ「植える」（まく）という動詞になる。なお「蔵」（号允）を2声（下平）に発音すれば
Fかくす」「たくわいる」という動詞になり，「蔵」（p尤）を4声（去声）に発音すれば「くら」
という名詞になるのである。次に「盛」（そ∠．）を2声（下平）に発音すれば，器物に物を「も
る」の意味になって動詞語になる。また「盛」（i＝「　L）を4声（去声）に発音すれば「さかんな
る」という形容詞語となるのである。この破音に動員される音の数は約四百に上り，またその文
字数は二千以上もあると考えられる。
　以下その同一の文字で意義を易えて使用されるものを挙げて見よう。勿論紙数の閤係で，ほん
の一部を秩序なく配列したに過ぎない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　例　　　　則
　本題は口語音・文音・俗音・変音を極力蒐集に努めた。
　表音法として「漢語排音方案」によるローマ字・注音符号・ウエード式m一マ字の三蓮を併用
し対照の便を図った。
　例語・例文は古い数科書から現在普及されている，極く最近の読物まで渉猟して収めた。
　（記号）「～」は例文・例語中の問題点を指示したものである。各音を代表する大文字の四
　　　周にはi日式による四声表示圏点「。無気」「・有気」を用いた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］50
　　　巨・OP・y－－epa＿1　巖二ご驚欝：：蕊∵鷲
。iL、k。蛭。h。・　　　　かすんで・全く醐しきれない・「走不馳
　　　　…　　　　　～　　　　　　　　　　揮着也得走，不然有甚仏法子麗」歩けなくて
（1）さす識く・　　　　　　　言馳てゆ力胤ま銅だ，そうするよ雌
「～針埼をきす・酬する・鍵打つ・ 　方がない．「麟叢麺一斑長剛，携
「～進劇し込む・「～緊ル・かりとしめ 身解起来」軸らので酬翌閲識慢し
る・「～到手をさす・「難拶磯イ離　て，や。と巌突張。て立ち上。・、．（臓
客臓懸不臓臥家打獅了」数人
課禰澗紅68）の恥廓突き励励せたけれども・緬 　（2）蹴す、。
惣縮ず・男どもに打ちのめさ推・（今　「馬一子」臓暇疏一臓勧臨
　古奇観・北京語訳p、86－12行）
（2）もぐりこむ。　　　　　　　。紮（紮）Zh・里Y・h・L
　「～住根児」根がついた。　「小該児往母親懐　　（1）結びつける，しばる，くくる。
　裏～」子供は母のふところへもぐりこんだ。　　「紮郷」しばる，くくる。「紮緊」きつくし
　（権・四声字典P．6）「在水裏竺塾蓮逗鹸　　ばる。「紮脚」足をしばる。「紮営」設営す
　真珠」水申にもぐり込んで真珠をひらう。　　　る，陣取る。「紮帳房」天幕をはる。「腿上
　　（井上・中国諦舞辞典P、10）　　　　　　　　紮着虎皮糠子」足（もも）に虎の皮のズボン
　（3）木綿糸を以て造花細工等をする。　（絹糸　　（フンドシ）をはいている。（急就篇P．113）
　　　を以てするときは繍を用いる）　　　　　　「還得買十幾根球階紮架子郷」まだ十五六本
　「～活」木綿糸で模様をつける。「～花児」　　のキビガラを買うて張下を作らねばならな
　木綿糸で花の模様をつける。　　　　　　　　　い。　（官話指南P．　163－4行）
°
tL垣坐Y　cha2　　　（㌶㌫綱了稠嚇緬，
ω猶する・（病などで気力がなし’のを
心にかかってたまらない．（喧嘩執。．
　　　無理に我慢して事をする意）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
　「～擦不住」辛抱しきれない。「～揮着辮」
難して滴する．「一鰭去一va俄慢し゜ 紮禰麺　虫∨・h・：
　て一度行く。「～摺着病去」病気を押して行　　　駐屯する。
　く。　「～揮着説豚這個小核子好大胆子不知進　　「駐紮」駐屯する。「駐営」同上。「部臥紮在
　退」強いて去り気なく装うて言うには，この　　山上」部隊が山上に駐屯している。　（簡約中
　子供は馬鹿に大胆で命ち知らずだ。　（急就篇　　EII辞典P．565）「他説遠封信是現在駐紮新嘉
　P．1且一7行）「他没有法子就～俘着到衙門裡　　披的領事官朱躍甫託他給悠帯来的」彼の言う
　芸報了官」彼は仕方なく我慢して，役所へ届　　には，この手紙は現在シンガポールに駐在す
　けでた。　（官話指南P．60－2行）「我是強二　　る領事の朱躍甫さんが，彼に托してあなたに
　拶着来的」私は身体の具合のわるいのを無理　　寄せられたのだそうです。　（談論新篇p．54）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ51
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にして油で揚げたもの。「炸醤面」うどんに
。喧　Zha　tu　Y　。h。i　　　　　　油で煎・た戊縮をかけた料理・醜迭姻又乍
　　酪の声，ハイ，ハァ講洲ノ、．．が多く用い　一灼こ噛測で揚げなさい・
　　たもので，了舗返答で，北京及びその附炸。Zh。’画　。h。・
　　近で行われたが・今はあまり用いられない。　　（1）破裂する。　（火または熱のため，ものが
　日甑不錆」ハァ・そうです。　　　　　　　　破れる意味に用いられる）
。‖査　Cha　そY－　ch・a1　　　　　　　　「炸弾」劇｝II。「炸薬」爆薬，ダイナマKト。
　　小佼締する，ささやく。　　　　「轍」纏する・割れる・「障児炸了j
「酪鯉」ささやく．「囎・髄」随こ　ランプの村がわれた・
まかく砕ぽカチヤカチャ。　　　　（2）麟する（火薬で）曝愉る・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「炸函」爆発物で攻撃する。
。渣　Zha　里▽　・h・t　　　　　　（3）怒る，あばれる。
　　洋（かす），おり，こまかく砕かれた破片。　　「他一所送話，就炸起来了」彼はこの話を聞
　「漬子」かす。「澄津」同上。「茶叶渣」茶　　くや，急に怒りだした。（簡約申欝辞典p、447）
から・「豆腐渣「卯の花・「氷澄児1氷のか 詐・Zh5　里マ　。h。・
　けら。「煤渣児」石炭の粉末（未だ火に入れ
　ないもの）。晴蒋渣児」菜子の屑，マンジュ　　特に北京で俗に遠廻しに言うか・または人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をだまして，ある事情を探るとき用いられ
　ウの粉。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。
渣゜Zha　里Ψ　。h。・　　　　　　「詐出来了」あるヨ靭内容を探咄した．峨
　　。れ揃駒ように噺片または屑の瓢　詐離喉謙」私は御から実状謝だ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。（簡約中日辞典p．693）「他詐了我的秘密
　　で，俗に「炸」の字と同じに用いられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　去了」うっかりして彼れに秘密を探られた。
　　疵（きず），歓点。
　Y煤澄児」すで1磯かれた石炭眉。随棟詐。Zha　的　。h。・
西有了渣児了」この品は疵物だ。（権’発音　　いっわる，だます，ゆする。
字典P・7）餓也知齪送酔剖琶」私もこ　「瓢」金鍵かkbとる．「鞠」か灼
のような疵（難点）を頴ルています・　　とる．「縮顕病ωび。う）．師副偽
゜ 炸　Zha　W　。h。・　　　　　　造する・「繍P」狡猪・聴なる・F繕」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偽善。「欺詐」あざむきだます。「好詐」ず
　　てんぷらにする，多量の油で物を揚げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るい。「詐言詐語」購ます言葉，虚言。「蘂
　　（少量の油でいためるのは「妙」を用いる）　　．　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事誰詐」享に托してゆする。「想不到他設迭
「炸好」豚肉をたたいて団子にして言由で揚　仏橿識上送，し締来了」彼は。ん歴だ
　げた料理。「炸豆腐」揚げ豆腐。「炸醤1油　　　　　　　　　　…へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くみをして此処へゆすりに来たとは思えもよ
　で煎った肉をまぜた味唱。「油堆果児」うど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らなかった。
　ん粉に卵をまぜてねって細長く，または環状
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　　　　　a
　　　　　　　　　巨・h・そY・h‘・　・差已竺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高低が等しくない，乱雑，差1刊，区別，入
　　　　　．差　。ha　そΨ　。h・。・　　　　　　り乱れた♂〈揃いな．（殆ど左の一嶽の
　　　　　　　差（数のさ），万物の差，違い，やや，おおむ　　場合に限りこの音を用いられ・口語の場合
　　　　　　　ね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は重に間違いの意に用いられる）
　　　　　　　「差別」わかち。「差異」ちがい。r時差」　　「参差」　（す㌧す）不揃な。　「参差不斎」
　　　　　　縫．「差額匿額．陸蜘あK・まり澗　不斎一な・□等麹等級の嘩（階次」に
　　　　　　違い．磋胸駈．「不差泓」繍よそ。　通勝る）・「を㈱子噛蓼弩樋・の
　　　　　　「一若蜘弍としたまちがい．「八躯　一とならびの椅子は置きかた力流雑で揃・て
　　　　　　之差是三」8と5の差は3である。（申日宇　　いない。（中日宇典P・211）「若有参差不斎
　　　　　　典P211）「差強人意」いささかノ憶醐く　実樹不起鰯抽瞬冠違’錯誤があ・た減
　　　　　　する．「詩」いささか誕する．陵劃　にお鰍励ません吋歪’蹄執P・276）
　　　　　　様子が違う。「差軽」やや1箆い。磋劇足差。cha　そY　ch・a4
　　　　　　を赫外す・殴有瀦助や剖なし・漂　ちがう，まちがえる，励な、・，劣る．働
　　　　　　噺灘般斑鍋聴の取扱加剛曝　　詞のとき｝まω競用いる）
　　　　　　りはない・（荊二噺訓・己2）「一＞9i半錯　「都多」．Y〈差がない，おうよそ．（。蜴
　　　　　　誰没剛雌かの誤り蹴でもある・（赴　ぷD声でもよい）．匿得遠」大変な繊。
　　　　　　°辮典・・12）　　　　　　　　障差了勧籠書きち蝋た．「差＿点、L
　　　　　．差　。haiそ労　。h・。i・　　　　　没（要）死」もう少しのところで死ぬところだ
　　　　　　　職役日，さしつかわす，つとめ。　　　　　った。「走差了路1道を行きちがった。「述
　　　　　　陸拠役Eil．「派差」役人を遣わす．「当　差一ひ」もう一」・「・bない・「噺差翻」
　　　　　　差的」役人。r聴差的」召使。「差満」役が　　身分がちがう（劣る）。「差了汽」体の筋をち
　　　　　　おわる㈱脈遣の役人の任期の満ち場合，　が航・陵得天地懸剛大きなへだt・bが
　　　　　　納において役人の満期の場合は膵満」を　ある・嘩之毫厘・謬之理」はじめ寸毫の
　　　　　　用いる）。「出差」出張する。「信差」飛脚。　　差も末には大きなあやまりとなる。　（談論新
　　　　　　匿委」さしつかわす．陸捌勤D劣．凹　篇P2）「イ幽為没轍好多書・底子差・写
　　　　　　差」地方勤務。　「他是有官差去的」彼は公務1　　作時往往遇到不会写的乎」彼は沢山譲・物を読
　　　　　　のため往くのです。「公差官役」官命により　　んでないため，基礎が充分できてないので，
　　　　　　派遣された役人。　「公差｛門把這件事詳細的回　　蟄こき物をするとき，おうわう書けない与に出
　　　　　　報知県」役人達は，この事を詳細に知事へ復　　くわした。（現中初級読本P．124）
　　　　　　命した。　（柳斎・話本・向果p．34）「我交給　　　　　　　　　一
　　　　　　胸雛醐給我去酬私は君に一つの漏≡　4Y・h‘ai
　　　　　　公用をたのむから，君は私に取扱ってくれ。　　　花などをさす・さしこむ。
。　　　　　　（聯斎．話本．向果p．4g）　　　　　　　　　　「把花児麺套花瓶裏頭」花を花瓶にさす。「東
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西挿上草標是売的」品物にわらの枝折（値段　　　横腹。
のしるべ）をさしこんでいるのは醐である・盆．（正）。h、そ、〉。hc。・
滴色㌧＿亘・已　　　　　わか遮遊ふ縫える，三蹴矩
　つめ込む（箱などの申の品物の動揺を1鱒ぐ　　紛らす，くいちがう，そらす，はぐらかす。
　ため）。　　　　　　　　　　　　　　　　　「含道児」わかれ道。r出盆」障害が生ずる，
　「把東西挿在箱子里頭」品物を箱の中へつめ　　ごたごたが起る，邪魔が入る。「三禽路」三
込む。「享紙挿厳了不日東西摘1兜」紙を厳重　　叉路（三つまた道）。「向南捻下去」南へそれ
につめ込んで，品物をゆすぶれないようにす　　ていく。「走盆了道〕L」道をふみちがえた。
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「盆了気了」気をまぎらす。「宴話盆了」言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉でいいまぎらす。「恋又説到芳盆児去了」
・叉迫亘　烈　・竺L　　　　　蜘話はまた横適こそれた。（井言ケ．ト
　尖端の分かれたもの，肉さじ，くまで，交　　字典）「打了一介禽」話の腰を折った。「戚
　わる，また，分ける，組合せる。　　　　　　得声IL都盆了jどなったのですっかり声がか
　「叉子」フ」・一ク。「叉手」手をこまねく。　　わった。（中日字典p．206）「想来佑1門走盆
　「叉腰」両手を腰にあててささえる。　　　　　了路的，我也饒困門」定めしおまい達は路を
・叉（変）。h6　そ▽　。h・a2　　　　間違えたのであらうから・おれもおまい達を
　　　　　一…－　　t’rmth”一’Tnd　　　　　　赦してやる。（急就篇p、1］3－5）「這⇒著年
　泣ぎる・ふさぐ・通さぬ・　　　　　軽人只要湊在魂児厄説不了多大会児正経
間頭難蔚裏」齢噛砧さ・た・　　輔，就拙去馴酬那り5剖劉この若
叉゜（俗）chti　そΨ　ch‘a3　　　　い人の！l燗が一緒に勤さえすれば，長時固
　北京地方で俗に下の磨。　　　　　にわた・て・とてもまと治ことばカ〉り購
　「打叉」補修する。　　　　　　　　　　　　せない・話がすぐそれてしもうた。何処へそれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていったのだろう。（柳斎・話ポ・向果p．2）
°盆（変）。h6　そY　。h‘a・
　　　　　…一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　1“　　　　　　　trrm　　　　　　　　rmrm…1
　俗｛・下の湯醐いる。　　　　　　　｛3・Zh・i岨・h・i｝
「軸住了」醐多くて酬不にふさが・て 。摘（俗）、hai蛎6、。、、
いる。　「説含了」意見が衝突して口論する。　　　　　　　　　　　　　　　　一
　「蛾盆了」人または物の歓点を探す。「他潤　　つむ・もぐ・分ける・やりくりする・ぬぐ・
説含了，打起架来了」彼等は話が行きちがっ　　おろす，選ぶ，借りる・はずす。
て喧嘩を始めた。（急就篇P．　119－－10行）　　　　「摘果子」果物をとる。「摘岨子」帽子をぬ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ。「把眼鏡児摘下来j眼鏡をはずす。「東摘
盆゜（変）坐kyY・h・a3　　　醐やりくりす、．ぼ粧蛭和恋緬
　俗に下の場合（3）声を用いる。　　　　　　　一筆款子」私があなたをお伺いしましたのは
　「含着腿児走」大股に歩く。「両個人走禽批　　金を融通して貰いたいのです。（現代模範官
了」二人は互に行き違いになった。「肋盆子」　　話P．26－11）「摘給我十峡銭」私｝こ十円顯通
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　して下さい。「氾鞍子摘下来」鞍をおろす。　　ずきれいに選んだ。「択一個好的」一つよい
　「摘頂」宮帽の‘‘頂子”をりあげる（宮吏の　　のを選ぶ。「択個空児」余暇を見出す。「択手
　懲戒処分）。　「摘不閉身」身を離されない。　　貨」随意にぼ択して取ることの幽来る品物。
　「那個時候撫台就出了参了，把他的頂戴摘了　　「弄了個魚頭来叫我択」むつかしい事を私に
　給他幾個月的限，還留在任上叫他趨緊的享賊」　　押しつける。　「他有択席的毛病」彼｛ま場所が
　その時巡撫（省長に当る）はすぐに弾効書を　　かわると，ねむれない癖がある。「択一一個好
　出し，上葵して彼の頂戴（役人待遇）を取上　　日子起身」吉日を択んで出立する。
㌶黛煕㌶繋蕊灘゜択（文）・・pt　・・6fi
　（爾とは旧、極ゆ麟］の蜘、胸つぽ　　えらぶ・この音｝ま（画這と嘩破語
　径七八分の珠で，官吏の品位によって，その類　　　のみに用いられる。
を異にした）（齢蹄南P．78＿11）怯鯉朋　随椥選択する・「択釦より食いする・
友，進講堂甚墜的時候児並職跨下帽子来，就　　「択交」効をえらぶ。「択吉」よい睦え
噛的進裡去満瀾艦イ隔倣苦㈱　らぶ・「醐」3鵬をえらぶ・駅定ぽ定
　一　　、　　　　　　　　　　　　一　　　する。　「飢不択食」飢えては食をえらばず。
　行児的箏」友人を訪閥したり，教室へ這入っ
灼するとき調子を齢ないで，そのまま　「不択報」手鍛選ばなL’・「択綱鋤
纏の内にはいる。と舗診｛掴人ははりま酬をえらんで鶴する・「択緬劇綱
え曝としてい、．㈱可．日繭祭継孔　木翫らんです罐は主畝らん砒える・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「牛羊何択」牛羊と何んそえらばん。「聖人
　ユ68－3）「来到妓院的門口児一看，果然把写
繍云名醐細市去了域楼の入。にゃ説昧所鮪我師・並没説縁繭人租
。て来璃るとぷん禰云喘瀦いて餓綱・懸眠瓢謬従之」聖人も三
ある矧繊、ずされている．⑩｝噺献．雨じく辰醐ら蛾瀬めというてい
瑞iZk．P．、38）　　　　　　　　　る挟して纐人蛾がeiliと為すに足らない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とは言わなかったではないか，要するにその
摘（文い｝仁t…　　　　融るもの醐んで，。れ縦う。とにあ。
　　指摘する，あばく，かかげる，ほじる，挑　　のだ。（談論新篇P．68－9）
　　発する，拾う。ま適の字に通じる。
聯・縮・．・酬一・1旨摘・て泌　iz・・ang蛙・・ang｛
㌶轍遼㌶票黙惣・掌（俗）一≡・些鯉
悪軸醗する意）　　　　　　　　下記の飴1ま俗にω敵鴻いられる・
・択Zh、、蛎。h。，　　　　「掌鮪」支弧瓢鰍などの繍
　　繊北京の縮で，畷では殆ど．の音掌゜（正）Zh5・g蛎・…g・
　　のみを用いる。　　　　　　　　　　　　　　手のひら，たなごころ，つかさどる。
　「択出来」よりぬく。「択潜了」全部のこら　　「巴掌ll手のひら。「鼓掌」手をうつ。「釘
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掌」蹄鉄をうっ。「掌舵」舵をとる。「掌財　　長起行市来了」房徳は自分は運勢が悪るく，
政」財政を司どる。「掌拒的」支配人（この　何を言うても相手にきれないので，仕方なく
場合前項（1）声にも用いられる）。「掌姓的」　　万事かの女（妻）の言うがままにまかせた，
料理人，コック。「掌管」管掌する。「掌故」　妻はそれをいいことにして，愈々のさばりだ
～国の文物制度。「掌尺」職長，棟梁。「掌　　した。（官話。今古奇観P．76－1）「按情理本
作的」同上。「掌中明珠」掌中の玉（最愛の　　官応当加罪於泳，念伽兄長被人打死，兇手尚
子の惚）。　　　　　　　　　　　　　　　　未査明…一・一」道理から言いば，本官はおまい
長゜Zh麺th疋。h。ng3　　　　　　さんを当然罪に処すべきだが・おまえさんの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兄が，人に打殺されて犯人が未だ判明しない
　かしら（長），目上の，進歩（増進），成長
（そだつ），あがる（欄），できる（はえ　ことを思うて’J’・（聯斎’話本’昧・・39）
　る），すぐれる。　　　　　　　　　「在平安餉搬児貿易場申房晴商灘嬬形，
「家長」家長。「靖長」駅長。「校長」校長。　　貨価的亘萱電報一伝各国皆知」世の中の平和
「師長」日上の人，先輩，先生。「長輩」先　　なときには・商業場裏の総て商売の情況物
輩。「長上」目上。「長者」同上。「長兄」　　価の上り下りなど・電報で一度知らせると，
一
番上の兄。Y長子」長男，そうりょう。「長　　各国で皆な知ることができる。（談論新篇P．
進」進歩する。「他是秘書長殴」彼は秘書長で　　66－7）「向果低頭一礁唾，身上長毛屯」向果
すか。　（急就篇P．40－9）「億陵老是不長進　　はうつむいて見ると，自分の休に毛がはえて
曙」（吉野・支那語基礎P．ユ57－－8）「長見識」　いた。（卿斎・向果P．61）「提起澄個｛家侠的
見識がたかまる．「飲食見長」食鋤ざ進む。　』讃厩i飴！蹴馳穿戴的擁，誰；槻誰
「生長」おえそだっ。「這個女弦児長得彼好　　都得悪心」この野郎の恰好（すがた）を言う
看」この女の子は容貌が大変縞麗だ。「長成　　なれば・ハァハァ，彼の身なりのよいのはぬ
人了」一人前に成長した。「麦子長了」麦は　　きにして・誰が見たって胸が悪くなる働瞭
のびた．「長価」値あがb。脹鎚1司上。　　’話本・向泉P．20）陥要我謬1這蟹衙影
「行市長了」相場があがった。「長了行市」　　響来説・便只是壇長了我的壊脾気，老実説，
同上。「房銭比往年長的多」家賃は以前より　　便是教我一天比一天的看不起人」もしも私に
ずっと高くなった。「長了鋸了」さびがでた。　こうした事件の影響をさがし出して話せとい
「長了毛了」かびが生えた。　「長了癌疸」お　　われたら，それはありていに言えば，つまり
できができた。「総還是有長無落罷」どうせ　　日ごとに人を見きげることを教えてくれた。
昂るとも下りますまい。（官話指南P．3－11）　　（現中・FP級読本P．19－4）「遠遠地就看見那
「年歳不過剛剛過了二十歳，模様児亘得是出　　辺有一座廟曇起萱来往前一礁，這廟的地方
人頭地的漂亮」年のころはまだやっと二十歳　　還真不小」遠くから向うの方に一軒の寺のあ
をこしたばかりだが，容貌は人並すぐれて綺　　るのを見て，脊のびして前方を見ると，その
麗にそだっている。（卿斎・話本・向果P．3）　寺の境内は大分広い。（柳斎・話本・労山道
「房徳是因為自己運気背説甚座都不響，没法　　士P．4）
子事事就都譲着弛，弛得了這個意了，所以更
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長寿，長く生る。「天長」日がながい。「長
長・亘已旦虫・⊇　　　　久」ひ、い．「厳」糸合料の瀦．「飽
　余分，あまり，長物（やくに立たないもの）。　　常傭労働者。「長存」定期預金。「長主顧」
　「長物」余計なもの。「長一尺」一尺あまる。　常得意。「長日」常に，絶えず。「長年」年
　「長此以後」今後。（この場合は今は（1）声を　　申，永い間。「長材」才能ある人。「長遠」
用いる。　　　　　　　　　　　　　　　　永遠。「長円」だ円。「説長道短」かれこれ
涯゜（俗）≡⊇蛭　　1㌶＝《撒蕊鷺㌶
　この音は上記の「長」に通ずる俗音である。　　有五尺長」この棒は長さが五尺ある。　「他長
　「曽長潮」潮が増す・入茜蓼］。f水濫得彼利害」　　子英国話」彼は英語にすぐれている（彼は英
増水が大変ひどい。「米的行市叉蔽了」米の　　語が上手だ）。「我不長ゴ倣買売j私は商売の
相場がまたあがった。「涯落」上り下り（物　　みちにたけていない（私は商売が下手だ）。
価相場・汐の干満）。「近日某貨来数不多而需　　「各有所長」それぞれ長所がある。「揚子江
要者甚衆，故行情大蔽”…°」近来某貨の入荷　　長有幾千里」揚子江は長さ数千里ある。「各
少数の処，需要する人が非常に多い為め桐場　　人有各人的亘処」人はおのおの長所がある。
が大いに騰貴い一。（吉野商業尺置教本　聡競：1醗把澗滅全了・叫Wド駅国・墜
　・第13課）　　　　　　　　　　　　　　　白頭到老」どうあっても矢張あなた達二人の
涯迦遮≡⊇・蟹　　　　隻誉㌶章：：㌫芸㌘；二鴛
　ひろがる・ふくれる・拡大する・増大する。　　本・向果P．14）「悪覇荘公子帯着悪奴佃揚長
r踊幻礁する・職発」ガくの灘する（洪　而uellボスの荘公子が悪漢供弼1連て大威張
水など）。「蔽満」水があふれていっぱいにな　　りで立ち去った。（聯斎・話本・向呆P．28）
る。「水習長起来」水が涯り出す。「黄沙悲天」　・「一来是顕得太窩嚢了，二来這也不是長久之
黄塵が空にひろがり・みなぎる。「生産高濃」　計」一つには，あきらかに不遇な始末であり，
生産が増大する。「河水遜出来了」河の水が　　二っには，これは矢張永遠の策ではない。（瑚1
増しはじめた。　　　　　　　　　　　　　　斎・話本・喧保P．48）「新旧思想的矛頂常常
i5＝そ尤一gl　翼巖翻1きあξ諜；竃
e 長（長）。h6。gそガ。h・ang・　　　　1誹常に大きななやみを引｝Zし・i2q　Vき蛭
　長い遠い，久しい，長さ，すぐ2xる，S－2　・ては一1渦の或はひさしし澗訟端沈さ
　所，いつも。　　　　　　　　　せること泣ある・（現中’中1汲読本P・92）
　「長江」揚子江。「長城」万里の長城。「長　　「難然説這会児天長了，走来走去也就快黒了」
虫」蛇。「長髪賊」太平天国を建てた洪秀全　　この頃日は長いとはいえ，行ったり来りして
の一味。「長活瞼j瓜ざね顔。「長舌」多弁　　いるうちに，El暮になってしまつた。　（柳斎
な。　「長短」長匁豆，　善1渥，　姜葺々｝SIE々。　「・長と1三」　　　・話本・云翠イ山P．5）　　「］葡出薯ぐ・長’長1壬｝一イ固糸氏
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包，上辺蓋了封信」長い長い一つの紙包を取　　　の場所を指示する，また雨・病気・訴訟・
出して，その上に一通の手紙をのっけた。　　　夢などの窒詞。
　⑩斎・話本・王者P．38）「過渡時期需要　　「宮場申」官界。「買売場1判商業社会・「収
経歴一個相当長的時間，究寛多長，這要看全　　場」結果，末路。「一場雨」一回の雨。「1＄一一・
国人民対於杜会主義工業化和社会主義改造的　　場大病」この度の大病。「一場暴雨」一度の
努力和成就」過渡時期は季蟹当に長い時閥の経　　俄か雨。「打了一場官司」一回訴訟した。「好
験を必要とする，結局どれ程の間かというと，　　些目子没雨了，得下二婁」久しく雨が降りま
全国人民が社会主義工業化と社会主義改造に　　せん，一湿り欲いものです。（急就篇P・　72－一一
対する努力と成果の如何にかかっている。（現　　4）「這都是売洋薬的収場」これは皆な阿片商
中・中級読本P』1）　　　　　　　　売の菊箔なのです・腱後来他忽然得了二塁
．
侶。、、。，緬。h‘。ng・　　　麹後にな・て彼は突然糠躍・た・（官
　　　　　　　　　“　　悟㌔一一　　　　　　　話指南p．63－3）「不過這個夢太怪，父子一場
みだ楓くるう麟人嫉・疏「胤　一一．…」ただ。の夢があまり螂罐なの㌫
の字と樋された・ま舗訓ご1司じ・ 　好の縣であ、。と，i，（噸．話本拶
「徽雌虹鰍駐・頂佼国ム　狼緬13）曄嫡配1眠馳縁遮
「イ鉋はげしくくるう・「繊」織膿 場災蜘わ搬人がどうしても，。の災遍
㌶《銚「優瀦㈱姫’優三れない・とを…頴・す・・麟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向果p．40）「唆，空喜歓了一場，原来是場夢」
借±・g硫・魎　　　ア。，一遥ら紗をし三だ。た㌫
　提唱，即ち「唱」の字に通用する。　　　　　（向果P．69）
「舗躍官る・噺副発IPtする・鳴　場旦辿紐・竺9三
言暇計る・閲和」鞠する・「醒」　郁の嚇多鍬の集ると．ろ，難の
引輯る・ひきいる’つれだつ・陥導暇　獅，（下に他の欝嚇多蹴い編は
導する・とな徹く・順始」とな幻まじめ　俗にこの（3）声翻いる）。
る・「髄ほ婦相和す・峡酬P瀦随　陽引嚇謂賜遮動場蕊兵場．随
夫蹴随夫励陸しいこと・ぽu二’嶋　謬壕嚇．「轍，賜」嫁藪誕㌶〉。
融・・32）「対鰍融6論如唖峻不賄　「嚇頑工．隈捌まきば．「鱗別
甚難歩」紺に対して・どんな畷肌て　勧噛．馴場蝋場．陸場擁地．「進劇
も・全く礁唖歩も見られない・（最綴　誠捌。はいる．「錫壌台咄るぽた
論篇・・46－5）慣商部麟撒7肖息・顕　舞台か硯て左側登り坂（勢力などの）。
舗躍斑頒撒畷縞≦｝ま・その消息　陵場」芝居の道蛎．「下場瑠台からお
細いて洛省国怜して土産藍を鋤して　りる，ま鱗台か硯て右側，‖哉法る，事
艦することICLt：・（蘭談論蛎・142－4）の終媚幕噛（勤などの）．「罐」広
’ 場（変）　chang　（／7tf　ch・ang2　　　　場，土間，収穫の穀物を乾す場所。「場面上」
　政界・学界というような界に稲当する無形　場面，局面。「上場瘍」平素自信があっても
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実際の場合にまごつくこと，経験がないので　　9・1）。「穿布衣裳戴布縮子所以｛溝文公才把国家
　事をなすに当って慌てること。「総是下場好，　　興起来了，可！泡得倹省是治国的好岩f児」木綿
　上場有那個纏討li択」どうしても，舞台は右｛則　　の衣物を2ゴ，木綿の咽子をかぶったからこそ
　がよい，左側はあの銅鍵の音がうるさい。（官　　籏の文王は国を興しtこ，それによっても如何
　話指南p．185－2）「経来至‖屍場這児看見，斑　　に倹約が国を治める良法であるかがわかるだ
　瓢的死屍……」殺された場所へやって来て，　　ろう。　（急就篇p．98－－9）　「凡倣事総得先人
　兄の死骸を見て……。（向果p、39）「下了班，　　一著，若走了後手，就歩歩起不上了」すべて
可以上球場，打打盤球，排球」職場を退出し　　事をするのにどうしても，人に一歩先んじな
　てから，球場ヘバスケットボールやバtr・一ボ　　ければならない，若し人の後について行くな
　一ルをしにゆける。（現中・初級1涜本P．50）　　　ら，漸次追えつけなくなる。
　　　「aZh。。蛭。h。。　　°着竺些…迦・
＼　＿一＿　＿＿．一一＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿tS
　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　（1）接触する，つく。「技着了」探しあてた。
。着　　　zh哀0　卑ム　　chao1
　　　－　　　　・　　一一一　　　　　　　　　　「睡着了」寝ついた。「買若了」買えあてた。
　（1）計懸。　　　　　　　　　　　　　　　「打着了」打ちあたった（弾丸などが）。以
　「失了一着」失策した（一と失敗）。「錯了一　　上は動詞の決着を示すもの。
　着」一一　N誤る（碁など）・一つ間違う。以上は　　（2）火がつく，燃える。　「点着」火をつける
計繭の恋かったため失敗した意。　　　　　　　（煙草など）。「着火」火：’」：1になる。「火都着上
　（2）方法。「好着児」・「高着児」よい方法（以　　来了」火がすっかりついた。
上は考え・または高見の意・陸着児」全く　（3）融腿成の危動詞と複合して，その可
　方法はない。「三十六着走為上着」三十六計　　　能．不可能の意。
　逃げるにしかず。　　　　　　　　　　　　　　「猜得着」いいあてることが出来る。「猜不
　（3）着着と・だんだんに。　　　　　　　　　　着」いいあてられない。
　「人家是歩歩児争先我是着渠びξ落後」人さ　　（4）対照する。「着対」対照する。「着重」
　んはヂリヂリと先に立ち・私は段段と人後に　病気が重くなる，重きをおく。
　落ちる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞く聴我告訴掲1説，・一句話裏頭，総有一爾個
ω受ける・苦しむ・蒙る・　　　　　　着瓢勺地方児瀧那簡唖念鰍ミ就受聴了」
　「着慌」あわてる。「着急」気がせく。「着　　私は却こ言うて上げるが一句の言葉の中には
　涼」風邪。「着悩」煩悶する。「着気1怒る。　　必らず，一二個所大事な処がある，その字の
　（5）逡う。「着爾J雨に逢う・雨にかかる・　　調子を強めれば自然ききよくなる。（急就篇
哺不着村児後不諦児」人家のないとこ　P．、187＿10）
1蕊三㌻欝鷲蕊。着≡座メ言ch・i
　（卿斎・向果P．33）卜応山歌姑娘可1弛叉是　　継続した状態・動詞に附属して現在進行の
　着急叉是難過」山彦姫，かの女はあわても　　　時をあらわす助字。（1）1可何している，ち
　し，また悲しみもした。（現中・初級読本p．　　　ようど……しておるところだ。
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「走着」あるいている。「等着」待っている。　塔一座」まちの東方に有名な宝塔山があって，
噛湖立っている．咽着会泥」会を開い　山上崎くそびえたった寺院の塔がある（現
ている。「他還活着曙」彼はまだ生きている。　中・初級読本P・79）「再説京裏的民人・現在
「屋裡坐着泥」部屋に坐っている。　「説着話　　雄然都是北京人・可是原来並不是本京土考・
陀」話をしている，お話中。「我技着伽尼」　　多一半児都是江南漸江的籍貰」それから北京
私は君をさがしているところだ。　　　　　　の人民は今ではみな北京人であるとはいうも
（2）持続ン）状態を表示する，定着した状態・　　のの・元来はこれも北京土着ではなく・過半
　動作を表わす接尾辞。　　　　　　　　　　はみな江蘇安徽・湖江の籍にあったのであ
「嘉上放着…本書」机に一騰の本がおかれて　　る。（官話談論新篇P・28－10）
㌶麗竺禰」かべ1⊇㊥　「7・・三古・・G｛
（3）形舗の後におかれて級の深さを表示゜折　。h6　山∋　。培
し・常に晒遠肘る・　　　　　割調一る，醐する，挫折す勧臓する。
斑瀧ほてもよいですよ・曜1瀧」と　失う。
ても乱いですよ・「解上的£1緻願瓢　断釦細する．畷鱒抱七切細な
卿河岸の絶はとても立派ですよ・　　　し．匿顧酪折頭没創。の品梁細
ω…しながら…するぷ都㌶砺　が励ますか．rl鞭八拓定⑭二細。
法状顕形容する・　　　　　　　「瀦断劇醐！綻です二纏の聯
「走着回去」歩いて帰る。「侭挨着我坐罷」　　です。「対折」五割引。f折損］差引しての
あなたは私のそばに抄なさい・醗瀧」　損．「プぽ縮羅）」苛引．噺変吻醗
焼いてたべる・「快識」はやく歩く・　　に搬る．噺脹順湖する．断実撲
（5）蛎dの後についてぷの勇椎が後の形容　物纏．随欠我！繊将瀞翻折織力そ皮
縮修鮒る・　　　　　　　　は私から從た金を，この館1で金の代りに
「誠賜f儲蜘いうのは錫だが行う　く枇．膳鍵甥邑折変納」この金は売
のはむつかしい・　　　　　　　るものとして纏した亘す．噺劇肺
著。z、、1ぼ。h。、　　　　する・　kB減する・妖折J早死する溺死す
　　　　　　ua－　　……　　　　　　　　　　る。「折了本銭」元手を損した。「挫折」挫
　あきらか・あらわす・のべる・しるす。　　　折する。「折磨」虐待する，苛める。F為什
「著名」有名な・名のあらわれる。　「昭著」　　座小時聡明大時又不聡明泥？　就是当他聡明
あきらかな，はっきりした。「著作」あらわ　露出来的時候，便自特聡明不好好用功，聡明
しつくる。「編著｝編著。「土著」どちゃく・　　也天折了」どうして小さい時はかしこいのに
定住する。「在這個妓院裏有一個萱名憩妓女・　　大きくなって，かしこくないのか？　ほかで
名亨叫波斯」この妓楼に一入の有名は妓女が　　もない，その人が賢明さが，あらわれてきた
いて・名は波斯という・（託こ柳斎・線P・　頃に紛で筋の醐翻にかけて充分に勉
3）「城東面有贅名的宝塔1瓦山上有高聾的宝　　強しないから，その賢明さも，また早死する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　160
のです。（現中・初級読本p．86）「弛是個勤
労美麗噛娘，大家都把峻在心k，硫馳　正゜zhe・g虹一越媒
的公婆，対弛百般折腰」かの女はよく働く，　　　整数で端数のない意，整の字の代用に，こ
美しい娘である，大勢の人がみな心申かの女　　の（3）声を用いる。
　を愛した。あいにく，かの女の姑（しゆうと　　「一百元正」百元也（元以下端数がないという
　め）がかの女をさまざま虐待した。（現中・　　意味）。「正宿」終夜。「正荘」卸屋。「正臼」
初級読本p．93）　　　　　　　　　　　　　　・「正藍」・「正黄」以上みな清朝八旗の一。
。折　。hE　th｝　。h＆・　　　　　　正。（正）。hさ。g　ts　zi。ha。g・
　　下記の語に限り，俗1こ（1）声を用いる。ひっ　　ただしい，ただす，ちょうど，まさに。「正
　くりかえる，ひっくりかえす。　　　　　　　経」正規の，正則な。
　「折勉斗」もんどり打つ，トンボがえりする，　　　「正法」ただしい法，正統な法，また法をた
“ 打触斗”と同義である。「把湯碗折了」ス　　だす（死脚こ処すこと）。「正是秋天」まさに
　一プ凹1をひっくりかえした。　「伽斗虫児来回　　秋だ，丁度秋だ。「大正十年」大正十年。「他
　来去的折伽斗彼有趣児」ボウフラは行ったり　　「為人正直公平」彼の人となりは正直公平で
　来たり，とんぼがえりして大変面白い。（権　　ある。「由打我進到妓院以来，所見到的逮些
　・四声典字P．16）　　　　　　　　　　　　　　客人椚那，没有一位像送位先生迭樺正派的」私
・ 折　，h6　ff吉　，眠　　　　　　が妓楼にはL’ってから会うた・多くの鴻さ
　　　一一　　　………………一　　　　　　　　んのうち，一人もこの人のように，こんなに晶
　　物醐れる創蜘いる・　　　　　行班な人はない．⑩1斎淋づ畠云P．・16）
「折了蜥れた・「打折了」打折・た・嘩　F一来蕎働剛高低，Ct来粧迭祥＋
　子折了」竿が折れた。　「路蒋折了」腕が折れ　　正人君子可以説是唯得彼，好像是在糞土之中
た・鷹蜥了刷汗裏」自己の家庭その　発現了噸珍珠U一つ1・一は彼の酬の離
　他の挟点を人に知らしめないという成語。　　　の高いことが見られるし，二つにはこんな一
　「賀生把当標哲了班液在口袋里・把銀子帯　　人の正しい道をあゆむ君子に出会うたことは
　好了・出門往家里走了」賀生は質純を折て・　　まことに得がたいというべきであって，まる
　ポケットにはさんで・金を大切に持て門を出　　で肥壼（泥まじりの肥料）の中から真珠を見
嫁に帰った・（柳斎・瑞云P．11）　　　　出したようなものだ．⑱1斎・読本鵠云P．
　　　巨…n・虹・El・IEII　　16）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。浄　。hE。9　坐∠　。he。g・
。正璽・g　里∠璽・g・　　　　　病気その他で，気力の及ばないのを1鯉に
　　歳のはじめ，弓のまと，正月（陰暦のとき，　　　我慢してつとめる意，頑張。
　　陽暦のときは一月という）。　　　　　　　　「拙宇」我慢する。「据事不住」我慢できな
　「正月」旧暦の正月。「正鵠」まとのまんな　　い。「頭鰻眼花，彼有些抽事不住」頭がふら
　かのくろぽし，物事の要点。　　　　　　　　つき眼が眩んで全く我慢しきれない。（木原
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・
適用支那語解釈p．153－1）「身上有点児不　　級読本p．41）「揺銭rwnd倒，不能給地持銭嚇」
欝服，我是強孔擦着来的1体の具合の悪いの　金のなる木（ドル箱）を失うて，かの女に金
を無理に我慢してやって来た。　（適用支那語　　を儲けてやることが出来ない。　（話本・卿斎
解釈P．　153－5）「在草叢裏挿礼了好長時間，　　　・瑞云P．34）
才撹身姑了起来」草むらの申で長い時間我慢
・て・や・と体≡て立ち上・た・（翻・斎　巨・h・・9そ乙・h・e・ll
。 話オ⊆・向果P．68）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．称　。he。9　そ乙　。h・e。9・
抱・h・・g虫∠・he・g‘　　　賦いう，ほめそや□か。，あげ、。
　金をもうける（労力や能力で），かせぐ，必　　動詞のときは（1）声を用いる。
　死になって……。　　　　　　　　　　　　「他億咳称呼」彼は何んという名まえか。「外
「揮銭」金をもうける。「揮命」いのちがけ，　　号人称二諸葛」あだなを人は二諸葛（第二の
必死になってあがく。「擦開」振りきる，力　孔明）といえます。「称讃」ほめそやす。「称
を込めて体の縛りなどを脱出する意。　「俘開　　許」同上。「称美」同上。「称頒」同上。「称
袖子飽了」袖を振り切ってにげた。　（井上・　　揚」同上。「称引」陳述する。「称道」ほめて
ポケット字典P．57）「弥一天轡多少銭」君は　　いう。「称嘆」同上。「称物」物の目方をは
一 日働いてどれ程お金をもうけるか？M｛5在　　かる。「称貨」商晶の重さをはかる。「称験」
那舗子裏要手芸一・個月将多少工銭」あなたは　　秤ではかってしらべる。「称称」目方をはか
あの店で手仕事をして，一ケ月どれだけ工賃　　る。「把這塊肉称一称」この肉をはかりでは
をもうけますか。（吉野・華語教程p．70　一一5）　　かりなさい。「称貸」金をかして利子を取る。
「先頭裏閥遇一個小木廠子，後来也関了，如　　「称兵」兵を起す。　「据称」言うところによ
今是寛佼着給人家倣活，揮銭来過日子」以前　　ると。「他可以称得起是聖入ll彼を聖人と称
小さな材木屋を開いていたが，その後，それ　　えることが出来る，彼は聖人と認めるに足る。
も閉じて，今はただ人様の仕事をして，それ　　「後来若是運気好，佑住一個山塞，可以称孤
で金を儲けて暮している。（官話指南P．65－一　道寡」後日もし運勢がよければ，山のとりて
8）「再若是一開五金的確産和煤筈甚座的，所　　に佑居して頭（王侯・君主）となることがで
有那無営業的窮民，都可以到確廠地方児倣ユニ　　きる。（官話・今古奇観P．81－12）「這回的
去，就都能轡吃持穿的了」さらに若し，一た　　傷風不止我潤国，凡是各国都有，可以称倣是
び金属の鉱山や炭坑などが開かれるようにな　世界風了」こんどの感冒は我国ばかりでなく，
れぼ，多くの職業を持たない貧民たちは，み　すべて各国がかかりました，世界風と言うて
な工場へ行って仕事をして，金を儲けて生計　　もよいです。（宮島・支那語会話篇p．117－－8）
をたてることが出来ます。（談論新篇p．85－　　「双親有一位在世的，不能称孤哀子，可是父
5）」一家三口入，両個人播銭，天天大米白麺　　親死了，母親還活着是不対了，所以命他的児
足鉤吃」一家三人家族で，二入が働いて金を　　子称孤哀子，如同自己死了一様」爾親の内い
儲けるので，食べるのに充分だ。　（現中・初　　つれか一方が存命している人は，孤哀子と称
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し得ないのであるが，しかし父親が死後母親　　やれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
力鞘竺てい鞠鞭得なし’という鰍盛。h、。gそ∠。h‘eng・
で，母親が自分からその子に命じて孤哀子と
称浴せて，齢減んだ胴然1。あつかわ　　もる㈱姻どに）・V’れる痴たす課持
せるのである（孤子は父親のない者の舗，　　する・働蕎）
哀子は蹴のな暗の鮪）⑥縮話繍　嚥蜘醐をもる・「劇‖トぽいにもる・
篇，．7e）「期以織堅・嫡籔抱気昂別　「鯨下」6　i）きれない・魔イ礪理碑
本当に武勇たけく，意気あがると云うてよい。　這慶些人」この家はこんなに多くの人が住み
（聯．話本．．［f，1果P．50）「那可戴碍上是　きれない・「劃醐子小磯不で該些イ醜
撚蜘一縦憾」それは本当に私にと。て　剛この箱は小れ’ので・こんなに沢鋤物
＿
生の大なる遣憾な事と称すべきである。（柳　　がはいらない。「他哨浅・～句話也壁五住」
斎・話本・瑞云P．］1）卜我今天在休簡這裏，　　彼には口が軽いから・何事も言わずにおれな
買了爾袋北京通粉，三十斤大米，寧回去～称，　　い・（秘密を保ち切れない意味）「会孝展布来摺
多了十斤大米」私は今日，君達の所から，二　　稟子・再擦一擦・璽薩週遣瑛満要浅着点児」
袋の北京規洛の麦粉と三十斤の米とを買うて　　雑巾でテーブルをもう一度拭きなさい・ご飯
持ち帰って，はかりでかけて見ると米が＋斤　はこんな1・c－aseこもっているが沙しかるい
余計だった．（翻・い初級読本P．38）「提起向　のがよい・偏文識・華語＝初集P己4一
果来梛，大家更都復称讃他的忠厚眼勇敢…」　　の「［自椚快蹴6口棺木・先把釜釜盛麹匡塾哨
向采のことを言うと，多くの人は更に彼の誠　椚張羅辮事賃巴」お互は急いで枢（ひつぎ）を
意励蜘なことを齢めそやしで・・…．（19Jli腐して・まつお父さんの死体を纈糺て・
斎．謝、．喘P．75）　　　　　　葬儀の確をしまし・う・⑭斎’鹸P・69）
称⊇・（／Zi・噸　　鴎讐ll㌶驚管竺鴎
　はかり・名詞のときは（4）声を用いる。秤　　をもって＿＿。（現中・初級読本P．1eo）
　の代用となる。
，過舳、州。かける．「寧称（秤）称（秤）盛塾遮ゴ旦・垂
＿
称（秤）」はかりで肪撚かる。　　　　さかんな・さかんである磯大な探厚な・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　華麗な，茂る，人の姓のとき。
称・㈱・h・nパ・h・a・・　　　墜盛」繁昌．蹴国加猷な．「盛
　かなう，合う，釣合えとれる，上項の俗音　撰」ご馳走（他人に対す挨拶）。「盛行」盛ん
　　　　　
　でそ乙に発音することも多い。　　　　　　に流行する，盛んに行われる。　「盛興」盛ん
「称心」心にかなう。「称意」意にかなう。　　になる，勃興する。「茂盛」さかんなこと。
「称心称意」同上。「称人意」人の気に入る。　　「盛開」さかんに咲く。「桜花盛翻」桜花溝董
「称職」才能がその職に適する。「対称」両　　開。「盛夏」夏の最中。「盛美」立派な。「盛
方相当する。「称身」身に合う（衣物など）。　称」さかんにほめる。「盛名」名声’の大なる，
「有銭辮得称心事』金があれば思儘のことが　　大名。「盛怒」大いに怒る。「盛事」盛大なる
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票柄，また行為。「盛没」盛大なおもてなし　　「不伽」否，いいえ，いけません，有難うご
　（他人にご馳走になっ7こ挨拶）「盛宴」薗上。　　座います（感謝して辞退することば。北京地
　「盛意」ご厚意。「盛情」同上。「盛恩」ご厚　　方において，この音をよく用いられる。「不
　恩。「盛挙」美挙6「盛装」はなやかなよそ　　伽，不伽」いやいやそうじゃありません。「不
　おい。「盛服」同上。「果木長得彼盛」果樹　　伽了，改天請安」有難う，日を改めて，お伺
　は非常によくのびている。　「盛京」藩陽，奉　　いいたします。
iXi・働注盛さん・「醐醗」日碩。吻j＞、91V。h、。・
　にさかんになる。i“四天的路程也不算近了，
可蜘家的噛噛不嬬轄了踏府鴎　　蓮用絵く上項胴じ・
　人大概都紛望的了不得了」四日間のみちのり　凶加　　ka　万V　l〈・al
　は，近いとは言えないが，帰省する気持のう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5Y）音の訳音。
れしさ時労遮じないでし・う・砿たの　「薗咽。－1、一．醐1蜘。ゴ噛
　お宅の人達も，みなお帰りを非常にお待ちの
　ことでしょう。　（同文書院・華語奉編P．145　。結　　ji6　Li　1荘　chiehi
　－6）「成豊年間長髪賊閨閲正盛・英法聯軍也　　　果実が樹になる（実を結ぶ），丈夫，壮健，
　到了北京了・皇上上熱河避難去了」威豊年間　　　口ごもる。
に躍賊の乱が跳獅控極め・英品給　　rmes〈子撲を輸．醐上糸訂許芽剰
硲北京へ乗込み・皇帝は鯛へ蒙塵された・樹に沢山の嚇がな。た．「織反夫趨
（蹴飯133づ「乾齪醐最難ロ時　固鵡実なる．瀦聞どもる，ど・。　1）．杷
観・鴎鍛富踊巡了噛獺：是イ固絢。び、．。の治の綿蹴，、（9r）
塾境蹴端畷も蹴醐め塒代でに醗欝、．働身体癒実撤、、鰯
あ・て・蹴翫・蹴栄え趨献二度も大数鷲「麺野池鮪多纈，就
鞠防へ巡幸された・こ氾醐儀という是結紺的徽識剛鋼子蛭禰然
べきだ・（蹴紅133～2）「禰人民瓢　磁融包眠多少操物端負翫狩る
蝋蝉就必工已億の人民が文学を必　には，余誤条微めませんた操勲
需とあれば・文学泌端距しなけばな　緯、，蹴、，私はその人と鰯園に行。頂
らぬ・（現中’搬読本P・113）「鍵禾臥　t、kで韻繊がいくらかを論うので3－。
的猷噺垂欝咽灘燗の噛も同　（官謝踊醐刊限絵罐不彌俳
じことで・薮がある・（翻紅コ33－7）　離丈夫で決して捉亘ん．（親、醐習
1－“to・」・・91tt・h・・h　i．器52∴1ぜ＿
・伽（変）．j2e旦ぽ・h・・h・　　　正音．むすぶ，くむ，治する，繍する，
　　否認の声，この音は（甲Y）音と共に何　あむ，しめくくる，むすび目，証書，それま
　　れも遜用する。　　　　　　　　　　　　　　でだ。K“if　lj口をむすんでいわない。　「結
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看」だまりこむ，黙する。「結仇」仇となる。　　こと。「瀦歓」たがいによろこびあう。「結
「結怨」同上。「結交」交わりをむすぶ。「結　　構」組立，構成。「文章結構」文章‡簿成。「結
獄体」団体をつくる。「結了親了j親戚関係　　果」結果，効果，はたす，死ぬこと。　「結果
をむすぶ。「結｛半」なかまを組む。「結党」　　他了」彼を殺した。「結了他的膓性命」同上。
なかまをむすぶ。「結婚」結婚する。r縞働　　「結愁］心がむすぼれうれおる。「結社」同
為替を親む。　「結納」結託する。　「結盟」義　　志が組合をつくる，団捧を組む。　「結転3繰
兄弟になる・「糸嵩」同上・「箭1；細やくそ　越す．晦於刊粛ほ期に繰越す．嚇草劇
くをする。「結誓」ちかいをたてる。「績欠」　　みの虫。　r那件事已経了結了」（吉野・支那
借金する。「結氷」結氷する。「結肉」こぶ・　　語基礎P，66－3）「三国演義這部歴史小説，在
いぼ．「縮臓があつまる・「縮」根強　我柳麟｛、鍛是鮪勤旭；醍灘過書
い耀・「誕綱肪を疏・「端臓を　的轍，磁吊｛・蠕陶醐鰯臓鍬掴］遮
なう・噺撰」蝉をつくる・噺愛」いい　史已蹄議というこの歴史小説は，私達中
なずけ・F糸好翻より糸・ぴ胡辮幻蝶む　剛、会で1遮めて力を持。ていて，本舗ん
すび．擁結備びきり・「糸吉了叫醐児」　だことのな噸｝好でさえ柘な桃園で契を
一
つの結び庄つけt・・「打一イi線」細を　締。た劉・関・張の殴麹］。ている．（最
一
つ作る。　「結了脹了」帳簿をしめる・結算　　新談論篇P．80－6）「没想到惟独他一人，与
する・鴇算」決筑計算をおわる・「細三」　嫉糸紘不1頭焔，弄得麗綱仁敗塗地
締切る。「細ll｝」決算書。嚇存」惜方残高。　不可収拾」思いもよらんことは，ただ彼一人
「結局」結末をつける。「結｝失」貸方残高。　　が東呉と仇を構えて，大局を顧り見ず兵禍を
「結了」終った，結了した，それまでだ。「這　　永く続け一敗地にまみれ収拾つかなくした。
不結了鳴」これでおしまいだ。「了結」かた　　（最新談論篇P．82－3）「這是我的原稟，後
がつく，始末がつく，完結。「把這一案給我　　面是農商部批，這是易外抄出来的四家舗戸的
疏得越腿畑・の裁半剛4二鰍咄来る　聯，鮪蹴～纏疏蛭衙座這不是tl・t
だけ早くかtづけてくだされば結構だ。（柳　　准了座」これは私の最初の出願書で，うらの
斎・話本）「報結」終る・終結する。「結束」　　方が農商部の指令です，これは私が別懲にう
たばねる，綱くくる諏締る・「f－lk“結刺　っし取っ瓢軒の商家の保証書で，なお一族
一
段落をつげる。「結案」事件が終る。「甘　　や隣家の身元引受書があります，ご覧の通り
細保証書・限約霊誤作る・「保結」　役所ではこの鋤調しておるで1ま助ませ
保証書，身元引受轡。「公具保結」公証する。　　んか。　（談論新篇P．45－5）「唆，這叫什咳
m］細却ル蘇証書・備斗士」強壮な・　結㍗屍首連刷繊搬有一y；ああ，これ
　「結穴」最も緊要な箇処要点。「結句」詩　　は何んという死に方（命がはてる）であらう，
文の末の句。「結花」花をつける。「張燈結　　死骸に頭もついてないとは。　（卵斎・話本・
綜」提燈をつるし，紅色の絹をける，祝祭日　　向果p．70）「信写完了，為了表示敬意並作為
の醐ぬどの装飾．礁刷わざわいを引き　練，在末尾醐斑ヒ致敬礼或敬祝健縫」
おこす。「結願」神仏に祈願した日の満つる　　手紙を書き終ったら，敬意を表すため，また
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締めくくりとして，末尾に此致敬礼あるいは　　いろの行事があるが，死者の霊魂を呼び戻し
敬祝健康などと書くがよろしい。（現中・初　迎えるという意味で，この場合（接）の字と
級読本p．20）「我椚中国有許多人在青年的時　　共用される。　「解風」遠来の客を歓迎する，
　候児花閲得根早，開得也不算不錯，但是一直　　歓迎会。＝「接風」。
到現硬盤塾去限不彼多函茎F隅こは沢　解゜ji6川ぜ　。hi・h・
吻人清櫟代に捕｛岬椛がひらい 　ほどく，とく，　1、、ずす，わけ、，なかなお
て・そ畷き方も・械立派筋る・しかし　りする，縦する，わかる，とかす，まぬ
ず・と卿討・るまで渓端んだ人は・　　沸る，ゆるめる，ときあかす，はらす，
ぎ・くにあま移くない・（現中’初蹴本　きく，商く，・一から。
P．　85）「老太太一所了・了不得粒・没亙麹∂　　「解帯子」1］控とく。　「解拍児」結び日をほ
　恒」お母さんが聞いて・これはやりきれない・　　どく。「解開」とりはずす，とく。「解不開」
始末がわるい・（聯斎・話本・瑞云P．55）　　とかれない．「醐子」ぼたんをはずす．啄
　「寛無縁績載・失之交唇的話」ついに交りを　　剖」ときわかつ。　r分解」わかちとく，解説
結ぶ縁なく・相会う機会を失うた。　〈柳斎゜　　する，かみ分ける。「勧解」なかなおうさす，
話本鵠云P・11）　　　　　　　　　イ噸し一（r、iliM解させる，励まし慰める．踏額
結゜亘Ull≡・　　　　灘する・「講解」のべとく・「和解」和解す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。晒解」四方に達する。「解釈」ときあ
　　俗に結び目のとき，また「結子」衣服の横
　　開（櫛き）などの割媚趾め、結びを　かす・階衣ユうも触ぐ盤」解囲」
　　いうとき。　　　　　　　　敵のかこみをとく・「蹴拙帆する・階
　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　維」ふなで，維は舟をつなぐつな。　r解縫」
　「打了一個結子」結び目を一つ作る。
　　　　　　ttt”°”　　　　　　　　　　　　　　ふなで，ともずなをとく。「解放」解荻する。
結。jl　g　t。hi・　　　　　　「解穐来」理解できないパ雨線瑠
　　結びつける「繋」に共通する場合はこの音　　できない。　「解不透」解き方の充分でないこ
　　を用いられるが，今ではあまり用いられな　　と。「解嘲」人の潮笑を免れる。「令人不解」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人をして理解せしめない。　「通俗易解」一般
　　い。
　「結帯子」おびを結ぶ。　「結了一個活児」花　　的でわかりやすい。　「解勧」ときすすめる。
結びにむすぶ。　　　　　　　　　「解法」醗ぽ議・階乏」滅を休め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。　r解和」和解する，仲直りさせる。　f解
。解（俗）jl・q注・h・・h・　　　合洞上．解渇、のどのかわきをなおす。
　　俗に下記の場合。　　　　　　　　　　　　r解顔」よろこび笑う。「解気」心地がよい。
　r解手児」小便をする。便所へ行く。「解大　　r解義」意義をときあかす。r解巾1仕官す
　手児」大便する。「我要下去解手行不行」私　　る，出仕する。（巾は隠者のかぶるもの，それ
　は下りて（汽車から）小用をたしに行うと思　をとく）解任」任をとく。「解組」退職，退
　うが，どうでしよう。（急就篇p．63－2）「解　　官（組は印綬で，それをとくは官をやめるこ
三」人の死後第三日目に死者をとむらういう　　と）r解禁」いましめをとく，禁止したこと
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をとき許す。「解下」とく，はずす。「解析」　をした）。（聯斎・話本・阿宝p．56）
明かにとき分ける。「解骨」人人離散する。
，鱗、瀧おとし．臓、旅の遮をと解・旦．⊥亘・竺
く。「解体」人人はなれ叛く。「解煩」気を　　送る，交付する，護送する，発送する，移
はらす。　「解恨」恨をはらす。　「解悶児」う　　　す。
さはらしする。「解語花」美人にたとえる（言　　r解款」金を送るσr解案」文案を上級官庁
語の通じる花・美入の称）。f解後語」謎に類　　に送る。「解餉」税金を護送する。「解糧」同
する言葉。「解道」人のいうことをきく。「解　上。「解交」同上。「押解」罪人または大切な
厳」戒齢をとく・解組約刺こそむく・　物端送する．陥犯堺人を1継する．呼
「不求甚解」あまり穿さくしない，あまりほ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配」同上。「起解」同上。r解差」犯人を護送
じくりさがさない・「殊祠解」いかぽ・意　1．c当微人．曜子手国上．「解麹曇臥を
味か了解にくるしむ・吠解」大便（する）・　護送する，（纏）掴義．解釦醐へ犯
「小解」小便（する）。「一解」音楽一曲。「解　　人を護送する。「解到北京」北京まで護送す
灘走」ここから行く・「鯨裏来」私の家　る．卜解輌魂ぴ籍へ送還する．「簡殴
からきた吋樹這綱題悲穐鯉蟹的悟　家」禰地へ送還縮させる．聯勘」護送
はこの噸をどう綱するか・吻不会嶋　して鞠べる．「鷹」剛、．囎激矧渡
⑳唖」君嫁観て・うさ禰らすこと　すa峨髄大総醐睨鎌自勺，女吟襯興
棚来ないのか・（急鮪P・73－7）「該吃飯　蹴公子，名剛沈裏酬小認欽提人犯，
的時随飯・該剛⑭寺候嚇独醐了回織把醐解抱私瞳化・姻の舗の
娯子・糸髄寛了恥」蝕するときは・鋤　ところから麺わ諦搬入で，いま紹賠
をやり・またあによめをはげまし慰めて彼女　　の沈家の子息で名は沈嚢，号は小霞というも
の心猿めてあげた・（柳新話Asc’限P・　のが溺令はり棚1す謬人であるが，私
57）「他矧三常醐荘大小ll勺人性・故此ヂ　は，それ繊送して〉紅のである．（蘭・
推了事」彼はまた非常に荘家親子の性質をよ　　今古奇観P．54－2）「在大庁上大声的i　ilpt，老
く迎解し・そこで譲歩して事件をすませた。　　看門的也欄不住他問，這個時候児底下人椚都
（麟’謝い向果P・75）離也不敢放詞s　来了，醐願罐舌L畷，可撚勤了駐事
了，忙忙剛蜘轍紐言帥だ・て飾　了」嘩駅亮をあe；’“てしきIJ、、、cどな。た
あげて泣かずにおれようか・急ぎ来て波斯を　　ので，老門番も彼達を引止めかねていると，
なぐさめよう。（柳斎・話本・向果P・40）「有　　このとき召使どもはみな出て来て，二人の護
両個同学弟兄，没事可倣，商量悠祥消遣蟹週　　送の役人と大声で，わめきたてたので，鴻主
児」二人の同窓の友人が，なす事もなく，ど　　事を驚かした。（官話。今古奇観p．56－6）
んな娯楽をして気を晴らすかを相談した。（柳　　「四名州佐官’，毎人一匹馬，完全都準備斉了，
斎・話本・阿宝p．1）　「努辺児那・↑㌧老婆子赴　　就押解鏑銀起身，進京交納去了」四人の州の
緊辻来給解囲」かたわらにいた老媒が，すぐ　　補佐官は，各人一頭の馬に乗り，すっかり準
やってきて，囲をといてやった（喧嘩の仲裁　　備が整うて，中央へ納める税金を護送して，
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　都へ旅立った。（柳斎・話本・王者p．2）　　　同上。礪行如隔山」商売が違えば山を隔て
解。。，さ丁バ、，、。h・　　　　たよう醐手腿う・「鯉稿風剛即ざ
　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　違えば風俗も違う。　「把一閲房隔‖ヲ了両間」一
　　文乱おこたる・咽の字巡する・また　と随二隙、しきる．「昧柳国禰肝
　　　　　
∨
　　川せ音湖れも共通するものである・　道淘駄と・咽は，ただ一つの海をへだて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　「解後語」謎に類した言葉，この場合Tlせ　　ているだけだ。（宮話文法P．　104－2）　「自従
　音を用いる。　「解不閉事」なっとくできない　　波斯一走隔了不幾天，弛的領家嬬嬬也走了」
　箏。　「這話叫我解不開」この話は私には了解　　波斯が去って（妓楼を）いく日もたたつに，
　できない。　「弥的話綾了我的底了」君の話を　　彼女の雇主の婆さんもまたその家から出て行
　私は全く理解し尽すことが出来た。Y解不閉　　った。（卯斎・話本・向果p．19）「聖人説，
　拍児」結び扇をとくことが出来ない。　　　　　三人同行，必有我師，並没説隔着国的人不足
。隔（変）ji、川石。hi。h・　　　繊自1卵聖ハ三人嚇じく事を行えば必
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らずその中には自分の師たる人があるという
4
　　儲・識はqlせ音胴じ，正剖まくく　た，決して他LG人は我減llとするに足らぬと
　　セ7を用いる，口語のときは主として，i－il　　はいわなんだ。（談論新篇P．68－9♪r他泊意
　　せ音を用いる．下記の語は習慣上（1）声を　思打算誕樋荒囹！鯨目鱗詩貨局子，他説
　　用いることが多い。　　　　　　　　　　　　裏頭院子地方児大，可以隔断出両個院子来，
　r隔一天一来」一日おきlc－一度来る，隔Elに　　一辺児照相，一辺児売洋貨，也都復合局面」
来る。「隔壁児」隣家。この場合北京では俗　　彼の考えは，譲受けて写真屋を開業し，かね
｛礪はω声を胤’る・　　　　　　　て洋」縮を出す積りである．彼の話で｛護の
゜ 隔（俗）ji6　LI・1ぜ　。hi。h・　　　　土地力拡いから，二つ1ぴ睡を｛瑚・てご方
　　縮で，。の訓酪（くくt）と蚊．俗　は写遮・ヰは洋聯貨浸て誹．酷
　　の区鵬あるだけで，麟は証であるが，雛というのです・（蘭識繍・・9⇒
　　以下の蹴この音を多く用いる・　　・隔（正），、　＜＜・tke・
　「隔着河」河をへだてる。　「隔着一道海」一　　　　　　…
　つの海をへだてている。「wa　一一天一来」隔日　　正音。この音は文音であるが・口語であっ
に来る，習慣上ω凝用いることもある。　　て紋音のまま常に用いるものである・へ
　「隔行不隔理臓は異っても，商売の道は　だたる・へだて・さえぎる・さ泣1デる・
　同じである，事は違うても道理は同じだ。「隔　　しきり・たえる（たえられぬ）。下記の例語
一
側覗」門一つ隔てる．隔着窓司まど　は多くこの音輔いる・
をへだてる．隔」山埴へだてる．「隔手」　隔細へだて離す・隔開」ひ罐す・（ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ノ
人の手をへて間接にする。「隔浮削隔離するel　語では則せ音）「隔母」異母。　「他1門寄児
　「隔隣」近所隣り。　「隔二騙三」到る処詐偽　　禰是隔母」彼等兄弟は異母兄弟である。　隔
　を働く，中休みしてまた始める。「隔三跳　断」仕切る。（口語のしIIせ音もまた用い
二」麗激的に，とぎれとぎれに。「隔三漏爾」　　る）。　「腐教」宗敦が違う。（回回談の人が，
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他教の入に言うこと）この場合甲せ亘で　あります。（桐笥商業文P・42－一一一6）「倒不／ll他
もよい．r縮」商売猫う⇒［柄蜘、す　題櫨外行ぷ］行不限鰭端行ノ“笛郁
る。（戚で副ぽ）「願脚1ぴ雛切　r様間に御玄ノ・であるとか・9，Lr人であ
躯雛たは蹴の瓶卵切，泣ま．，隔　ると純よらず緬売1誤・て樋理に釦
関」はばみへだてる，噛する．r醐」へ　はない・禰盲売であ・て駄疏みな随で
だて剛隔．礪肢轍」〈S一ぐる訂綾　ある・硫命繍・・12棚1禰胚｝溢・当
罐」鞭断てかゆいと。ろをかく，思う緬胴拠1・ぴ・蘇馴蜘・提30
・うに手がとどかない・聯観火蹄の ㌻鷲瓢慧i∵㍍㌶蓼
火災観物する・魂の醐・「1繍有即　。と醐編が，手紙でぽうはいかない，
壁四励・⑩州こ恥り（奉必1細もれや　遠く離れている、1＞ら，もし訪がは。きりし
すいことをいう）。「扁房同一tl」従兄弟。　「踊　　なかったら，」；を誤ることがある。　（㌦中初
組rdく離れて剖言不迦・「1塙創心に隔て　痴鉢P20川ぴ襯ぷげ我，矛峨緊緊地
がある，ぺが合わない。　卜隔二」筒上。　「踊　　1壬，就劇　了多久的老朋人磁ぴ酢づ毒2」彼
膜1感悟のPt　1－g，意志の疎通をかく◇「彼此亘　　等1㌧ン！切に私を迎えて，私とかたい拒手を交
意力陪膜」お互の感’恒が阻隔される。　「有点　　わし，それは永い聞会わなかった1日友の再会
児桓膜」少し隔りがある。r叫雨隔着」丙に　　と同じようであった。（現中・初級読本p．
さまたげられる。「臼別」離別する。「隔蛍」　127）XI我魁ミ・　igiJ柄主来交鵬鑓…是彼此通
糊唖．r陛瀕舎成勇《，勘．　r煽・」暁語・是澱緊的認梧溜く通み踊
伽しきり．臨珀醐．噺頂紙　間緻融紺自旨尽嫡醐脚蜘姦醜
纏城伽などを厚く酌工，劃、片，彼卵臨終不触些1轍疏勝之続
・嚇バ麺）趣発音・れる・写ζ1ぽ㌻㌫三認麗灘
噺辱（不）斑翫られる（られなV’）・礪　通ずるということが，1、乏剖仁なことである，
倒逆咳（しやくり）・「駆」遠く蕩帥る・　もし譲が通じなけ；t’Lば，両醐政治風俗が
「隔越」同上。r隔裁」へだててたちきる。　　寸分にわからないのみならず，友人聞の交際
「隔塞」へだたりふさがる・「隔火」香炉iの　　においても相互の感情が，結局多くの疎隔を
申の火を蓋う杏具。r隔蟻雨」陰暦の五月に　　免れず，所謂一寸した誤りが大きい間違いと
降る雨。「隔壁戯」一人で数人のコワイロを　　なるという訳です（談論新篇p．2－7）
使う叱また馴こなどの購ア了を陰で撚　隔。。elく時k。・
と綱咄すもの・こわいろ使し’・r：「説輸 　稲の縞の場合の，胸、誠錨に（4）
阻「郡人初絞国鍛顯曝正騨1国　川醗総れる。
勢非得洞達商情都目聯与鯉児賄成」私は初　礪捌己」感情の疎ふ順得翻もの1こあ
めて貢国に参りまして，引痙の商業を経営し　　たって痛くて堪らない。　（堅い処に永く接し
たいと思うのですが，何事も一切不案内であ　　ていて語むとき）「和我的dj坊有点児隔紐児」
りますので，どうしても商況に熟達した人の　私の近JJrの入と感情の隔りがある。
力をかりてやるのでなければ，成功は困難で　　　　　　　　　　完
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